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鳴本石材株式会社（本社／岡山県笠岡市）�

墓石特集
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北木石の歴史と魅力を紹介する
「K's LABO（ケーズラボ）」をオープン
産地である北木島の観光の受け皿としても機能
古くは大阪城の石垣から、明治・昭和期には日本
銀行本店や靖国神社、近年では改築された東京駅
丸の内駅舎など、江戸時代から現代にいたるまで
多くの歴史的建造物・建築物に使用されてきた「北
木石」。
鳴本石材株式会社がオープンした複合施設「K's�
LABO」は、そんな北木石と石材産業の歴史を後
世に残すとともに、北木島の活性化にもつなげた
いという同社の想いが結実したものだ。

「北木石」の歴史と文化を
後世に伝えたい

岡山県笠岡市、瀬戸内海に浮かぶ北木島は、鳴本
石材株式会社の創業の地だ。創業者である鳴本哲矢
会長の数年にわたる構想を経て、2017年初頭に着工。
それから 1 年弱の 2017 年 10 月 29 日（水）にオー
プンに至った。

歴史と文化を次世代に伝えるため、石の資料館や
ミュージアムを建設している石材産地は全国に少な
くない。「大谷石」の歴史を伝える栃木県宇都宮市

の大谷資料館や、香川県高松市牟礼町にある石の民
俗資料館などがその一例だ。しかし、北木島にはそ
うした施設がなく、日本近代国家の礎を築いたその
歴史が埋もれてしまう可能性があった。このことに、
若いころから危機感をおぼえていた鳴本会長は、「北
木石の歴史を形にして残さなければ、いつか消えて
しまう」という切実な思いを市長に伝え、資料館づ
くりを市にはたらきかけたこともあったという。当
時は笠岡市主催で行われた石彫シンポジウムを優先
して資料館建設は見送られたが、それ以降、長きに
わたって「何らかのかたちで北木石の歴史を残す」

鳴本太郎社長

K's�LABO全景

テラス席からの風景カフェから望む景色も抜群だ
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歴史ある会社の新たな挑戦を追う

という使命感を抱き続けていたということだろう。
こうしてスタートした資料館づくりを、鳴本太郎

社長は「今年の初めに北木石の資料館を作るという
宣言を聞き、翌年か翌々年の開館をイメージしてい
たが、今年の夏ごろを見込んでいると聞いて一瞬耳
を疑った（笑）」と振り返る。結果的には、当初の予
定よりはわずかに遅れたものの、見事に年内のオー
プンにこぎつけたことになる。長く事業を営んでき
た地域に恩返ししたいという会長はじめ同社の熱い
想いはもちろん、島に住む人や、仕事のために島を
訪れている人からの期待の声もタイトなスケジュー
ルを後押ししたようだ。観光客を呼び込み、リピー
トにつながるようにとマリンスポーツやサイクリン
グのレンタルが用意され、「コーヒーを飲んだり、食
事をしたりして、くつろぐことができるところがあっ
たら良い」という意見からカフェが生まれて、施設
は「K's LABO Stone Museum,Café ＆ Marina」とし
て開館の日を迎えることになった。

地域活性化につながる
観光の受け皿としても機能

北木島のなかでも立地が良く、行き帰りに他のレ
ジャーも楽しみやすい場所をと、建設地は豊浦港近
くの石材工場跡地に決定。2,000㎡あまりの広大な
土地を最大限活用した施設は、北木石に関する資料
や写真を展示するスペース、風光明媚な瀬戸内海の
景色を眺めながら食事やお茶を味わえるカフェ、レ
ジャー用品のレンタルスペースからなる広々とした
つくりだ。展示される資料などは定期的にテーマが
変わるので、何度来ても楽しめる。

 
「『ケーズ』のＫは、もちろん北木島のＫです。ま

た、『ラボ』はイタリア語で『工房』や『作業場』
を意味する言葉です。施設自体が石材工場を改築し
て作ったものだということもありますが、それ以上
に『ラボ』という言葉には人をワクワクさせるよう
な、何か新しいものが生まれてくるような印象があ
ります。この場所を通じて、地域の人たちや観光や
仕事で訪れる人たちに新しい『ワクワク』を提供し、
何か新しいものが生まれるきっかけとなる場所にし

ていきたいですね」（鳴本社長）

オープンに先立ち、10 月 24 日に行われた業界関係
者のツアーでは、北木石の丁場を体感できる展望台
や島内各所の名所訪問とあわせて施設を見学。北木
石の隆盛期を体験している年代は懐かしさを、若い
世代は新鮮な驚きと感動をもって展示を見たようだ。

「瀬戸内の石の文化」をキーワード
に日本遺産認定を目指す

笠岡市は今、香川県小豆島とともに「瀬戸内の石
の文化」をキーワードとした「日本遺産」の認定を
受けるべく活動している。今後は市とも協力しなが
ら、まずは日本遺産への登録をめざし、北木石の魅
力の再発見と地域の活性化、そして石材産業の継承
につなげていきたい考えだ。

「オープンはスタートに過ぎず、これからが大切
だと思っています。たくさんの方に『K’s LABO』
へ足を運んでいただき、一緒に盛り立てていきたい
ですね」（鳴本社長）

展示の内容は定期的に変わるので、リピーターにも期待できる

K's LABO Stone Museum , Café ＆ Marina

岡山県笠岡市北木島町10364-25

TEL0865-69-8814／ FAX0865-69-8815

営業時間10:00~16:00　火・木・土・日・祝日

URL　http://kslabo.info/


